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(57)【要約】
　本発明は、モバイル端末のアプリケーションページを
表示する方法及び装置を開示し、方法は、モバイル端末
によって現在表示されているアプリケーションを決定す
ることと、モバイル端末のスクリーンを監視することと
、ユーザがモバイル端末のスクリーン上で第１のジェス
チャを実行すると監視される場合、アプリケーションの
現在表示されているページ、ならびに第１のジェスチャ
と、アプリケーションの異なる階層のページ及び同一の
階層のページ上の少なくとも１つの制御の間の応答シー
ケンスとの間の事前に記憶された対応関係に従って、ト
リガ制御を決定することと、を含む。本発明の実施形態
に従って、モバイル端末によって現在表示されているア
プリケーションが決定され、モバイル端末のスクリーン
が監視され、ユーザがモバイル端末のスクリーン上で第
１のジェスチャを実行すると監視される場合、トリガ制
御が決定され、トリガ制御に対応するページが表示され
、よって、操作手順を簡易化し、確認の回数を削減し、
操作をより便利にする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイル端末のアプリケーションページを表示する方法であって、
　前記モバイル端末によって現在表示されているアプリケーションを決定することと、
　前記モバイル端末のスクリーンを監視することと、
　ユーザが前記モバイル端末の前記スクリーン上で第１のジェスチャを実行すると監視さ
れると決定したことに応答して、前記アプリケーションの現在表示されているページ、な
らびに前記第１のジェスチャと、前記アプリケーションの異なる階層のページ及び同一の
階層のページ上の少なくとも１つの制御の間の応答シーケンスとの間の事前に記憶された
対応関係に従って、トリガ制御を決定することと、
　前記トリガ制御に対応するページを表示することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記モバイル端末の前記スクリーンを監視した後、
　前記ユーザが前記モバイル端末の前記スクリーン上で第２のジェスチャを実行すると監
視されると決定したことに応答して、前記アプリケーションの前記現在表示されているペ
ージ、ならびに前記第２のジェスチャと、前記アプリケーションの異なる階層のページ及
び同一の階層のページ上の少なくとも１つの制御の間の応答シーケンスとの間の事前に記
憶された別の対応関係に従って、別のトリガ制御を決定することと、
　前記別のトリガ制御に対応する別のページを表示することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記アプリケーションの前記現在表示されているページ、ならびに前記第１のジェスチ
ャと、前記アプリケーションの異なる階層のページ及び同一の階層のページ上の少なくと
も１つの制御の間の前記応答シーケンスとの間の前記事前に記憶された対応関係に従って
前記トリガ制御を決定する前に、
　前記第１のジェスチャと、前記アプリケーションの異なる階層のページ及び同一の階層
のページ上の少なくとも１つの制御の間の前記応答シーケンスとの間の前記対応関係を確
立及び記憶することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記アプリケーションの前記現在表示されているページ、ならびに前記第２のジェスチ
ャと、前記アプリケーションの異なる階層のページ及び同一の階層のページ上の少なくと
も１つの制御の間の前記応答シーケンスとの間の前記事前に記憶された別の対応関係に従
って前記別のトリガ制御を決定する前に、
　前記第２のジェスチャと、前記アプリケーションの異なる階層のページ及び同一の階層
のページ上の少なくとも１つの制御の間の前記応答シーケンスとの間の前記別の対応関係
を確立及び記憶することをさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のジェスチャは、ピンチジェスチャ及びオープンジェスチャのうちの１つであ
り、
　前記第２のジェスチャは、前記ピンチジェスチャ及び前記オープンジェスチャのうちの
もう１つである、
　請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記トリガ制御に対応する前記ページを表示することは、
　前記第１のジェスチャに従って、対応する指の間の距離を決定することと、
　前記距離が予め定められた閾値よりも大きいかを判定することと、
　前記距離が前記予め定められた閾値以下であると決定したことに応答して、前記トリガ
制御に対応する前記ページを表示することと
　を含む、請求項１に記載の方法。
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【請求項７】
　前記距離が前記予め定められた閾値よりも大きいと判定した後、
　前記距離が前記予め定められた閾値よりも大きいと決定したことに応答して、前記応答
シーケンスに従って、前記トリガ制御に対応する前記ページのサムネイルを表示し、前記
ユーザの操作を監視することと、
　　前記ユーザが第１の操作を実行すると監視されると決定したことに応答して、前記ト
リガ制御に対応する前記ページを表示すること、または
　　前記ユーザが第２の操作を実行すると監視されると決定したことに応答して、前記応
答シーケンスに従って、次の制御に対応するページを表示することと
　をさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　モバイル端末のアプリケーションページを表示する装置であって、
　前記モバイル端末によって現在表示されているアプリケーションを決定するように構成
された決定モジュールと、
　　前記モバイル端末のスクリーンを監視し、
　　ユーザが前記モバイル端末の前記スクリーン上で第１のジェスチャを実行すると監視
されると決定したことに応答して、
　　前記アプリケーションの現在表示されているページ、ならびに前記第１のジェスチャ
と、前記アプリケーションの異なる階層のページ及び同一の階層のページ上の少なくとも
１つの制御の間の応答シーケンスとの間の事前に記憶された対応関係に従って、トリガ制
御を決定し、
　　前記トリガ制御に対応するページを表示する
　ように構成された処理モジュールと
　を備える、装置。
【請求項９】
　前記処理モジュールは、
　前記モバイル端末の前記スクリーンを監視した後、前記ユーザが前記モバイル端末の前
記スクリーン上で第２のジェスチャを実行すると監視されると決定したことに応答して、
　前記アプリケーションの前記現在表示されているページ、ならびに前記第２のジェスチ
ャと、前記アプリケーションの異なる階層のページ及び同一の階層のページ上の少なくと
も１つの制御の間の応答シーケンスとの間の事前に記憶された別の対応関係に従って、別
のトリガ制御を決定し、
　前記別のトリガ制御に対応する別のページを表示する
　ようにさらに構成される、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記アプリケーションの前記現在表示されているページ、ならびに前記第１のジェスチ
ャと、前記アプリケーションの異なる階層のページ及び同一の階層のページ上の少なくと
も１つの制御の間の応答シーケンスとの間の前記事前に記憶された対応関係に従って前記
トリガ制御が決定される前に、前記第１のジェスチャと、前記アプリケーションの異なる
階層のページ及び同一の階層のページ上の少なくとも１つの制御の間の前記応答シーケン
スとの間の前記対応関係を確立及び記憶するように構成された記憶モジュールをさらに備
える、請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記記憶モジュールは、
　前記アプリケーションの前記現在表示されているページ、ならびに前記第２のジェスチ
ャと、前記アプリケーションの異なる階層のページ及び同一の階層のページ上の少なくと
も１つの制御の間の前記応答シーケンスとの間の前記事前に記憶された別の対応関係に従
って前記トリガ制御が決定される前に、前記第２のジェスチャと、前記アプリケーション
の異なる階層のページ及び同一の階層のページ上の少なくとも１つの制御の間の前記応答
シーケンスとの間の前記別の対応関係を確立及び記憶するようにさらに構成される、請求
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項９に記載の装置。
【請求項１２】
　前記第１のジェスチャは、ピンチジェスチャ及びオープンジェスチャのうちの１つであ
り、
　前記第２のジェスチャは、前記ピンチジェスチャ及び前記オープンジェスチャのうちの
もう１つである、
　請求項８～１１のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１３】
　前記処理モジュールは、
　前記第１のジェスチャに従って、対応する指の間の距離を決定し、前記距離が予め定め
られた閾値よりも大きいかを判定し、
　前記距離が前記予め定められた閾値以下であると決定したことに応答して、前記トリガ
制御に対応する前記ページを表示する
　ようにさらに構成される、請求項８に記載の装置。
【請求項１４】
　前記処理モジュールは、
　前記距離が前記予め定められた閾値よりも大きいと判定した後、
　前記距離が前記予め定められた閾値よりも大きいと決定したことに応答して、前記応答
シーケンスに従って、前記トリガ制御の次の制御に対応するページのサムネイルを表示し
、
　前記ユーザの操作を監視し、
　　前記ユーザが第１の操作を実行すると監視されると決定したことに応答して、前記次
の制御に対応するページを表示し、または
　　前記ユーザが第２の操作を実行すると監視されると決定したことに応答して、前記応
答シーケンスに従って、前記次の制御の次の制御に対応するページを表示する
　ようにさらに構成される、請求項１３に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、モバイル端末の技術の分野に関し、特に、モバイル端末のアプリケーション
ページを表示する方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　モバイルインターネット技術の急速な発展により、モバイル端末（例えば、携帯電話及
びタブレットコンピュータなど）がますます一般的となっており、モバイル端末によって
提供されるさらなる機能が存在する。通常の状況の下では、ユーザは、モバイル端末上で
種々のアプリケーション（Ａｐｐ）を自由にインストールすることができる。例えば、ユ
ーザは、携帯電話上でＴａｏｂａｏ（商標）モバイルをインストールすることができ、次
いで、オンラインショッピングを行うことができる。
【０００３】
　現在では、モバイル端末を使用することによって複数の階層のページが表示されるとき
、ユーザは、確認ボタンを常に押下する必要があり、モバイル端末は、層ごとにさらなる
詳細を漸次表示する。例えば、Ｔａｏｂａｏ（商標）のホームページに入った後、ユーザ
は、キーワードを入力し、検索を行い、検索結果がモバイル端末から取得された後、検索
結果が検索結果ページ上で表示される。ユーザは、関心の製品をクリックし、製品に対応
するメインページに入り、関連するデータを閲覧する。さらなるデータが必要とされる場
合、ユーザは、閲覧用製品詳細ページに入るために、再度詳細を要求するためのボタンを
クリックする必要がある。
【０００４】
　上記参照の方式が採用される場合、手順が複雑化されるのみでなく、作業経路も長くな
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り、それは、確認のために複数のクリックを必要とし、それによってユーザに甚大な不便
を生じさせる。
【発明の概要】
【０００５】
　本発明は、少なくとも関連する技術分野における技術的課題のうちの１つをある程度解
決することを意図している。この目的を達成するために、本発明の目的は、モバイル端末
のアプリケーションページを表示する方法を提供することである。方法は、操作手順を簡
易化することができ、確認の回数を削減することができ、操作をより便利にすることがで
きる。
【０００６】
　本発明の第２の目的は、モバイル端末のアプリケーションページを表示する装置を提供
することである。
【０００７】
　上記目的を実現するために、本発明の第１の態様に従って、実施形態は、モバイル端末
のアプリケーションページを表示する方法を提供し、方法は、モバイル端末によって現在
表示されているアプリケーションを決定することと、モバイル端末のスクリーンを監視す
ることと、ユーザがモバイル端末のスクリーン上で第１のジェスチャを実行すると監視さ
れる場合、アプリケーションの現在表示されているページ、ならびに第１のジェスチャと
、アプリケーションの異なる階層のページ及び同一の階層のページ上の少なくとも１つの
制御の間の応答シーケンスとの間の事前に記憶された対応関係に従って、トリガ制御を決
定することと、トリガ制御に対応するページを表示することと、を含む。
【０００８】
　本発明の実施形態に従ったモバイル端末のアプリケーションページを表示する方法では
、モバイル端末によって現在表示されているアプリケーションが決定され、モバイル端末
のスクリーンが監視される。ユーザがモバイル端末のスクリーン上で第１のジェスチャを
実行すると監視される場合、アプリケーションの現在表示されているページ、ならびに第
１のジェスチャと、アプリケーションの異なる階層のページ及び同一の階層のページ上の
少なくとも１つの制御の間の応答シーケンスとの間の事前に記憶された対応関係に従って
トリガ制御が決定され、トリガ制御に対応するページが表示され、よって、操作手順を簡
易化し、確認の回数を削減し、操作をより便利にする。
【０００９】
　上記目的を実現するために、本発明の第２の態様に従って、実施形態は、モバイル端末
のアプリケーションページを表示する装置を提供し、装置は、モバイル端末によって現在
表示されているアプリケーションを決定するように構成された決定モジュールと、モバイ
ル端末のスクリーンを監視し、ユーザがモバイル端末のスクリーン上で第１のジェスチャ
を実行すると監視される場合、アプリケーションの現在表示されているページ、ならびに
第１のジェスチャと、アプリケーションの異なる階層のページ及び同一の階層のページ上
の少なくとも１つの制御の間の応答シーケンスとの間の事前に記憶された対応関係に従っ
て、トリガ制御を決定し、トリガ制御に対応するページを表示するように構成された処理
モジュールと、を含む。
【００１０】
　本発明の実施形態に従ったモバイル端末のアプリケーションページを表示する装置では
、モバイル端末によって現在表示されているアプリケーションが決定され、モバイル端末
のスクリーンが監視される。ユーザがモバイル端末のスクリーン上で第１のジェスチャを
実行すると監視される場合、アプリケーションの現在表示されているページ、ならびに第
１のジェスチャと、アプリケーションの異なる階層のページ及び同一の階層のページ上の
少なくとも１つの制御の間の応答シーケンスとの間の事前に記憶された対応関係に従って
トリガ制御が決定される。トリガ制御に対応するページが表示され、よって、操作手順を
簡易化し、確認の回数を削減し、操作をより便利にする。
【００１１】
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　加えて、本発明のいくつかの態様及び利点が以下の説明で提供され、いくつかは、以下
の説明で明らかになり、または本発明の実施を通じて理解されよう。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施形態に従ったモバイル端末のアプリケーションページを表示する方
法のフローチャートである。
【図２】本発明の実施形態に従った検索結果ページを表示するエフェクト（ｅｆｆｅｃｔ
）の概略図である。
【図３】本発明の実施形態に従った項目ホームページを表示するエフェクトの概略図であ
る。
【図４】本発明の実施形態に従った項目に対応する詳細ページを表示するエフェクトの概
略図である。
【図５】本発明の実施形態に従った階層ガイドプロンプト（ｌｅｖｅｌ　ｇｕｉｄｅ　ｐ
ｒｏｍｐｔ）を表示するエフェクトの第１の概略図である。
【図６】本発明の実施形態に従った階層ガイドプロンプトを表示するエフェクトの第２の
概略図である。
【図７】本発明の実施形態に従った階層ガイドプロンプトを表示するエフェクトの第３の
概略図である。
【図８】本発明の実施形態に従った階層ガイドプロンプトを表示するエフェクトの第４の
概略図である。
【図９】本発明の特定の実施形態に従ったモバイル端末のアプリケーションページを表示
する方法のフローチャートである。
【図１０】本発明の実施形態に従ったモバイル端末のアプリケーションページを表示する
装置の概略構造図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明の実施形態が以下で詳細に説明され、実施形態の例が添付図面で例示され、終始
、同一または同様の参照符号は、同一もしくは同様の要素、または同一もしくは同様の機
能を有する要素を示している。添付図面を参照して以下で説明される実施形態は、例示的
であり、本発明に対する限定として理解されるのではなく、本発明を説明することを意図
している。
【００１４】
　本発明の実施形態に従ったモバイル端末のアプリケーションページを表示する方法及び
装置は、添付図面を参照して以下で説明される。
【００１５】
　図１は、本発明の実施形態に従ったモバイル端末のアプリケーションページを表示する
方法のフローチャートである。
【００１６】
　図１に示されるように、モバイル端末のアプリケーションページを表示する方法は、
　Ｓ１０１．モバイル端末によって現在表示されているアプリケーションを決定すること
、を含む。
【００１７】
　本発明の実施形態では、モバイル端末によって現在表示されているアプリケーションが
決定されても良い。現在表示されているアプリケーションは、Ｗｅｉｂｏ及びＷｅＣｈａ
ｔなどの通信及びソーシャルアプリケーションであっても良く、また、ミュージックプレ
イヤ及びビデオプレイヤなどのオーディオ及びビデオアプリケーションであっても良く、
確かにまた、共同購入（ｇｒｏｕｐ－ｂｕｙｉｎｇ）アプリケーション及びｅショップア
プリケーションなどのショッピングアプリケーションであっても良い。モバイル端末は、
携帯電話、タブレットコンピュータ、及びノートブックコンピュータなどを含んでも良い
。例えば、携帯電話によって現在表示されているアプリケーションは、Ｔａｏｂａｏ（商
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標）モバイルである。
【００１８】
　Ｓ１０２．モバイル端末のスクリーンを監視することと、ユーザがモバイル端末のスク
リーン上で第１のジェスチャを実行すると監視される場合、アプリケーションの現在表示
されているページ、ならびに第１のジェスチャと、アプリケーションの異なる階層のペー
ジ及び同一の階層のページ上の少なくとも１つの制御の間の応答シーケンスとの間の事前
に記憶された対応関係に従って、トリガ制御を決定することと、トリガ制御に対応するペ
ージを表示すること。
【００１９】
　本発明の実施形態では、モバイル端末によって現在表示されているアプリケーションが
決定された後、モバイル端末のスクリーンが監視される。ユーザがモバイル端末のスクリ
ーン上で第１のジェスチャを実行すると監視される場合、アプリケーションの現在表示さ
れているページ、ならびに第１のジェスチャと、アプリケーションの異なる階層のページ
及び同一の階層のページ上の少なくとも１つの制御の間の応答シーケンスとの間の事前に
記憶された対応関係に従って、トリガ制御が決定されても良く、トリガ制御に対応するペ
ージが表示される。第１のジェスチャは、オープンジェスチャを含んでも良いが、それに
限定されない。
【００２０】
　例えば、携帯電話によって現在表示されているアプリケーションは、Ｔａｏｂａｏ（商
標）モバイルである。図２に示されるように、現在表示されているページは、検索結果ペ
ージであり、各々の項目が１つの制御に対応し、対応する制御がトリガされる場合に項目
に対応する項目ホームページが表示されても良い。ユーザが検索結果ページ上で項目に対
してオープンジェスチャを実行すると監視されるとき、項目に対応する項目ホームページ
は、制御をトリガすることによって表示されても良く、すなわち、表示ページが図２から
図３にジャンプする。ユーザが項目の詳細情報をさらに閲覧することを望む場合、ユーザ
は、オープンジェスチャを再度実行しても良く、操作が監視された後、項目に対応する詳
細ページは、対応する制御をトリガすることによって表示されても良く、すなわち、表示
ページが図３から図４にジャンプする。
【００２１】
　さらに、トリガ制御に対応するページが表示されるとき、対応する指の間の距離が第１
のジェスチャに従って決定されても良く、当該距離が予め定められた閾値よりも大きいか
が判定される。当該距離が予め定められた閾値以下である場合、トリガ制御に対応するペ
ージが表示される。例えば、ユーザが検索結果ページ上で項目に対してオープンジェスチ
ャを実行すると監視されるとき、ユーザの２つの指の間の距離が予め定められた閾値以下
である場合、項目に対応する項目ホームページが表示されても良く、すなわち、表示ペー
ジが図２から図３にジャンプする。
【００２２】
　当該距離が予め定められた閾値よりも大きい場合、トリガ制御に対応するページのサム
ネイルが応答シーケンスに従って表示され、ユーザの操作が監視される。ユーザが第１の
操作を実行すると監視される場合、トリガ制御に対応するページが表示され、ユーザが第
２の操作を実行すると監視される場合、次の制御に対応するページが応答シーケンスに従
って表示される。第１の操作は、指を緩める操作を含んでも良く、第２の操作は、オープ
ンジェスチャを継続的に実行する操作を含んでも良い。
【００２３】
　例えば、ユーザの２つの指の間の距離が予め定められた閾値よりも大きい場合、項目に
対応する項目ホームページのサムネイルが表示されても良い。ユーザが項目に対応する項
目ホームページに入ることを望む場合、指を緩める操作が実行されても良く、携帯電話が
操作を監視するとき、表示されたページが検索結果ページから項目に対応するホームペー
ジにジャンプしても良く、すなわち、項目ホームページのサムネイルから図３にジャンプ
する。ユーザが項目に対応する詳細ページに入ることを望む場合、オープンジェスチャが
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継続的に実行されても良く、携帯電話が操作を監視するとき、表示されたページが検索結
果ページから、項目に対応する項目ホームページのサムネイルを通じて項目に対応する詳
細ページにジャンプし、すなわち、図２から、図３のサムネイルのプレビューを通じて図
４にジャンプする。
【００２４】
　ユーザがモバイル端末のスクリーン上で第２のジェスチャを実行すると監視される場合
、トリガ制御は、アプリケーションの現在表示されているページ、ならびに第２のジェス
チャと、アプリケーションの異なる階層のページ及び同一の階層のページ上の少なくとも
１つの制御の間の応答シーケンスとの間の事前に記憶された対応関係に従って決定され、
トリガ制御に対応するページが表示される。第２のジェスチャは、ピンチ（ｐｉｎｃｈ）
ジェスチャを含んでも良いが、それに限定されない。
【００２５】
　例えば、携帯電話によって現在表示されているアプリケーションは、Ｔａｏｂａｏ（商
標）モバイルである。図４に示されるように、現在表示されているページは、項目の詳細
ページであり、詳細ページは制御に対応し、項目に対応する項目ホームページは、対応す
る制御がトリガされる場合に表示されても良い。ユーザが項目の詳細ページ上でピンチジ
ェスチャを実行すると監視されるとき、項目に対応する項目ホームページは、制御をトリ
ガすることによって表示されても良く、すなわち、表示されたページが図４から図３にジ
ャンプする。ユーザが検索結果ページに戻ることを望む場合、ピンチジェスチャが再度実
行されても良く、操作が監視された後、検索結果ページは、対応する制御をトリガするこ
とによって表示されても良く、すなわち、表示されたページが図３から図２にジャンプす
る。
【００２６】
　第１のジェスチャ及び第２のジェスチャはまた、他のジェスチャ、例えば、スライドジ
ェスチャなどであっても良いことが理解されるべきである。モバイル端末がタッチスクリ
ーンを有さない場合、詳細ページはまた、シェイクなどの別の操作を通じて入られても良
い。
【００２７】
　確かに、ユーザがオープンまたはピンチジェスチャを実行すると監視された後、階層ガ
イドプロンプトエフェクトも表示されても良い。
【００２８】
　例えば、図５に示されるように、階層の番号がアプリケーションページの上で黒い点で
示され、やや大きな点は、現在表示されているページに対応する階層を示す。ユーザがオ
ープンジェスチャを実行すると監視されるとき、矢印が現在の階層から次の階層へのジャ
ンプを示すために使用され、次の階層に対応する黒い点が白い点になり、よって、ユーザ
を促す。確かに、エフェクトは、黒い点が白い点になることに限定されず、別のプロンプ
トエフェクトも採用されても良い。同様に、ユーザがピンチジェスチャを実行すると監視
されるとき、図６に示されるように、矢印が現在の階層から前の階層へのジャンプを示す
ために使用され、前の階層に対応する黒い点が白い点になっても良く、よって、ユーザを
促す。
【００２９】
　別の例について、図７に示されるように、階層の番号が円で示され、やや広い円は、現
在表示されているページに対応する階層を示す。ユーザがオープンジェスチャを実行する
と監視されるとき、円がジェスチャに沿って大きくなり、円が次の階層にほぼ到達すると
きにペースト（ｐａｓｔｅ）エフェクトが生成され、よって、ユーザを促す。同様に、ユ
ーザがピンチジェスチャを実行すると監視されるとき、図８に示されるように、円がジェ
スチャに沿って小さくなり、円が前の階層にほぼ到達するときにペーストエフェクトが生
成され、よって、ユーザを促す。
【００３０】
　加えて、アプリケーションの現在表示されているページ、ならびに第１のジェスチャと
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、アプリケーションの異なる階層のページ及び同一の階層のページ上の制御の少なくとも
１つの間の応答シーケンスとの間の事前に記憶された対応関係に従ってトリガ制御が決定
される前に、第１のジェスチャと、アプリケーションの異なる階層のページ及び同一の階
層のページ上の少なくとも１つの制御の間の応答シーケンスとの間の対応関係が最初に確
立及び記憶されても良い。
【００３１】
　同様に、アプリケーションの現在表示されているページ、ならびに第２のジェスチャと
、アプリケーションの異なる階層のページ及び同一の階層のページ上の少なくとも１つの
制御の間の応答シーケンスとの間の事前に記憶された対応関係に従ってトリガ制御が決定
される前に、第２のジェスチャと、アプリケーションの異なる階層のページ及び同一の階
層のページ上の少なくとも１つの制御の間の応答シーケンスとの間の対応関係が確立及び
記憶されても良い。
【００３２】
　本発明の実施形態に従ったモバイル端末のアプリケーションページを表示する方法では
、モバイル端末によって現在表示されているアプリケーションが決定され、モバイル端末
のスクリーンが監視される。ユーザがモバイル端末のスクリーン上で第１のジェスチャを
実行すると監視される場合、アプリケーションの現在表示されているページ、ならびに第
１のジェスチャと、アプリケーションの異なる階層のページ及び同一の階層のページ上の
少なくとも１つの制御の間の応答シーケンスとの間の事前に記憶された対応関係に従って
トリガ制御が決定され、トリガ制御に対応するページが表示され、よって、操作手順を簡
易化し、確認の回数を削減し、操作をより便利にする。
【００３３】
　図９は、本発明の特定の実施形態に従ったモバイル端末のアプリケーションページを表
示する方法のフローチャートである。
【００３４】
　図９に示されるように、モバイル端末のアプリケーションページを表示する方法は、
　Ｓ９０１．検索結果ページを表示すること、を含む。
【００３５】
　図２に示されるように、検索結果ページが携帯電話のスクリーン上で表示される。
【００３６】
　Ｓ９０２．項目に対するユーザのオープンジェスチャ操作を受信し、項目に対応する項
目ホームページを表示すること。
【００３７】
　図３に示されるように、項目に対するユーザのオープンジェスチャ操作が受信された後
、項目に対応する項目ホームページは、オープンジェスチャ及び項目に対応する項目ホー
ムページの制御を呼び出すことによって表示される。
【００３８】
　Ｓ９０３．項目ホームページに対するユーザのオープンジェスチャ操作を受信し、対応
する項目詳細ページを表示すること。
【００３９】
　図４に示されるように、項目ホームページに対するユーザのオープンジェスチャ操作が
受信された後、対応する項目詳細ページは、オープンジェスチャ及び項目に対応する項目
詳細ページの制御を呼び出すことによって表示される。
【００４０】
　加えて、ユーザが検索結果ページに戻ることを望む場合、ピンチジェスチャが実行され
てもよい。ユーザのピンチジェスチャ操作が項目詳細ページ上で受信された後、ユーザは
、ピンチジェスチャ及び項目ホームページの制御を呼び出すことによって項目ホームペー
ジに戻ることができ、すなわち、表示されたページが図４から図３にジャンプする。ユー
ザのピンチジェスチャ操作が項目ホームページ上で受信された後、ユーザは、検索結果ペ
ージに戻ることができ、すなわち、表示されたページが図３から図２にジャンプする。
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【００４１】
　本発明の実施形態に従ったモバイル端末のアプリケーションページを表示する方法では
、ユーザのジェスチャ操作が受信され、対応するアプリケーションページは、対応する制
御を呼び出すことによって表示され、よって、操作手順を簡易化し、確認の回数を削減し
、操作をより便利にする。
【００４２】
　上記実施形態を実装するために、本発明はさらに、モバイル端末のアプリケーションペ
ージを表示する装置を提供する。
【００４３】
　図１０は、本発明の実施形態に従ったモバイル端末のアプリケーションページを表示す
る装置の概略構造図である。
【００４４】
　図１０に示されるように、モバイル端末のアプリケーションページを表示する装置は、
決定モジュール１１０及び処理モジュール１２０を含んでも良い。
【００４５】
　決定モジュール１１０は、モバイル端末によって現在表示されているアプリケーション
を決定するように構成される。
【００４６】
　本発明の実施形態では、決定モジュール１１０は、モバイル端末によって現在表示され
ているアプリケーションを決定しても良い。現在表示されているアプリケーションは、Ｗ
ｅｉｂｏ及びＷｅＣｈａｔなどの通信及びソーシャルアプリケーションであっても良く、
また、ミュージックプレイヤ及びビデオプレイヤなどのオーディオ及びビデオアプリケー
ションであっても良く、確かにまた、共同購入アプリケーション及びｅショップアプリケ
ーションなどのショッピングアプリケーションであっても良い。モバイル端末は、携帯電
話、タブレットコンピュータ、及びノートブックコンピュータなどを含んでも良い。例え
ば、携帯電話によって現在表示されているアプリケーションは、Ｔａｏｂａｏ（商標）モ
バイルである。
【００４７】
　処理モジュール１２０は、モバイル端末のスクリーンを監視し、ユーザがモバイル端末
のスクリーン上で第１のジェスチャを実行すると監視される場合、アプリケーションの現
在表示されているページ、ならびに第１のジェスチャと、アプリケーションの異なる階層
のページ及び同一の階層のページ上の少なくとも１つの制御の間の応答シーケンスとの間
の事前に記憶された対応関係に従って、トリガ制御を決定し、トリガ制御に対応するペー
ジを表示するように構成される。
【００４８】
　本発明の実施形態では、決定モジュール１１０がモバイル端末によって現在表示されて
いるアプリケーションを決定した後、処理モジュール１２０は、モバイル端末のスクリー
ンを監視しても良い。ユーザがモバイル端末のスクリーン上で第１のジェスチャを実行す
ると監視される場合、アプリケーションの現在表示されているページ、ならびに第１のジ
ェスチャと、アプリケーションの異なる階層のページ及び同一の階層のページ上の少なく
とも１つの制御の間の応答シーケンスとの間の事前に記憶された対応関係に従って、トリ
ガ制御が決定されても良く、トリガ制御に対応するページが表示される。第１のジェスチ
ャは、オープンジェスチャを含んでも良いが、それに限定されない。
【００４９】
　例えば、携帯電話によって現在表示されているアプリケーションは、Ｔａｏｂａｏ（商
標）モバイルである。図２に示されるように、現在表示されているページは、検索結果ペ
ージであり、各々の項目が１つの制御に対応し、対応する制御がトリガされる場合に項目
に対応する項目ホームページが表示されても良い。ユーザが検索結果ページ上で項目に対
してオープンジェスチャを実行すると監視されるとき、項目に対応する項目ホームページ
は、制御をトリガすることによって表示されても良く、すなわち、表示されたページが図
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２から図３にジャンプする。ユーザが項目の詳細情報をさらに閲覧することを望む場合、
ユーザは、オープンジェスチャを再度実行しても良く、操作が監視された後、項目に対応
する詳細ページは、対応する制御をトリガすることによって表示されても良く、すなわち
、表示されたページが図３から図４にジャンプする。
【００５０】
　さらに、トリガ制御に対応するページが表示されるとき、処理モジュール１２０は、対
応する指の間の距離を第１のジェスチャに従って決定しても良く、当該距離が予め定めら
れた閾値よりも大きいかを判定しても良い。当該距離が予め定められた閾値以下である場
合、トリガ制御に対応するページが表示される。例えば、ユーザが検索結果ページ上で項
目に対してオープンジェスチャを実行すると監視されるとき、ユーザの２つの指の間の距
離が予め定められた閾値以下である場合、項目に対応する項目ホームページが表示されて
も良く、すなわち、表示されたページが図２から図３にジャンプする。
【００５１】
　当該距離が予め定められた閾値よりも大きい場合、トリガ制御に対応するページのサム
ネイルが応答シーケンスに従って表示され、ユーザの操作が監視される。ユーザが第１の
操作を実行すると監視される場合、トリガ制御に対応するページが表示され、ユーザが第
２の操作を実行すると監視される場合、次の制御に対応するページが応答シーケンスに従
って表示される。第１の操作は、指を緩める操作を含んでも良く、第２の操作は、オープ
ンジェスチャを継続的に実行する操作を含んでも良い。
【００５２】
　例えば、ユーザの２つの指の間の距離が予め定められた閾値よりも大きい場合、項目に
対応する項目ホームページのサムネイルが表示されても良い。ユーザが項目に対応する項
目ホームページに入ることを望む場合、指を緩める操作が実行されても良い。携帯電話が
操作を監視するとき、表示されたページが検索結果ページから項目に対応する項目ホーム
ページにジャンプしても良く、すなわち、項目ホームページのサムネイルから図３にジャ
ンプする。ユーザが項目に対応する詳細ページに入ることを望む場合、オープンジェスチ
ャが継続的に実行されても良く、携帯電話が操作を監視するとき、表示されたページが検
索結果ページから、項目に対応する項目ホームページのサムネイルを通じて項目に対応す
る詳細ページにジャンプし、すなわち、図２から、図３のサムネイルのプレビューを通じ
て図４にジャンプする。
【００５３】
　ユーザがモバイル端末のスクリーン上で第２のジェスチャを実行すると監視される場合
、トリガ制御は、アプリケーションの現在表示されているページ、ならびに第２のジェス
チャと、アプリケーションの異なる階層のページ及び同一の階層のページ上の少なくとも
１つの制御の間の応答シーケンスとの間の事前に記憶された対応関係に従って決定され、
トリガ制御に対応するページが表示される。第２のジェスチャは、ピンチジェスチャを含
んでも良いが、それに限定されない。
【００５４】
　例えば、携帯電話によって現在表示されているアプリケーションは、Ｔａｏｂａｏ（商
標）モバイルである。図４に示されるように、現在表示されているページは、項目の詳細
ページであり、詳細ページは制御に対応し、項目に対応する項目ホームページは、対応す
る制御がトリガされる場合に表示されても良い。ユーザが項目の詳細ページ上でピンチジ
ェスチャを実行すると監視されるとき、項目に対応する項目ホームページは、制御をトリ
ガすることによって表示されても良く、すなわち、表示されたページが図４から図３にジ
ャンプする。ユーザが検索結果ページに戻ることを望む場合、ピンチジェスチャが再度実
行されても良く、操作が監視された後、検索結果ページは、対応する制御をトリガするこ
とによって表示されても良く、すなわち、表示されたページが図３から図２にジャンプす
る。
【００５５】
　第１のジェスチャ及び第２のジェスチャはまた、他のジェスチャ、例えば、スライドジ
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ェスチャなどであっても良いことが理解されるべきである。モバイル端末がタッチスクリ
ーンを有さない場合、詳細ページはまた、シェイクなどの別の操作を通じて入られても良
い。
【００５６】
　確かに、ユーザがオープンまたはピンチジェスチャを実行すると監視された後、階層ガ
イドプロンプトエフェクトも表示されても良い。
【００５７】
　例えば、図５に示されるように、階層の番号がアプリケーションページの上で黒い点で
示され、やや大きな点は、現在表示されているページに対応する階層を示す。ユーザがオ
ープンジェスチャを実行すると監視されるとき、矢印が現在の階層から次の階層へのジャ
ンプを示すために使用され、次の階層に対応する黒い点が白い点になっても良く、よって
、ユーザを促す。確かに、エフェクトは、黒い点が白い点になることに限定されず、別の
プロンプトエフェクトも採用されても良い。同様に、ユーザがピンチジェスチャを実行す
ると監視されるとき、図６に示されるように、矢印が現在の階層から前の階層へのジャン
プを示すために使用され、前の階層に対応する黒い点が白い点になっても良く、よって、
ユーザを促す。
【００５８】
　別の例について、図７に示されるように、階層の番号が円で示され、やや広い円は、現
在表示されているページに対応する階層を示す。ユーザがオープンジェスチャを実行する
と監視されるとき、円がジェスチャに沿って大きくなり、円が次の階層にほぼ到達すると
きにペーストエフェクトが生成され、よって、ユーザを促す。同様に、ユーザがピンチジ
ェスチャを実行すると監視されるとき、図８に示されるように、円がジェスチャに沿って
小さくなり、円が前の階層にほぼ到達するときにペーストエフェクトが生成され、よって
、ユーザを促す。
【００５９】
　加えて、本発明の実施形態に従ったモバイル端末のアプリケーションページを表示する
装置はさらに、記憶モジュール１３０を含んでも良い。
【００６０】
　記憶モジュール１３０は、アプリケーションの現在表示されているページ、ならびに第
１のジェスチャと、アプリケーションの異なる階層のページ及び同一の階層のページ上の
少なくとも１つの制御の間の応答シーケンスとの間の事前に記憶された対応関係に従って
トリガ制御が決定される前に、第１のジェスチャと、アプリケーションの異なる階層のペ
ージ及び同一の階層のページ上の少なくとも１つの制御の間の応答シーケンスとの間の対
応関係を確立及び記憶するように構成される。
【００６１】
　確かに、記憶モジュール１３０はさらに、アプリケーションの現在表示されているペー
ジ、ならびに第２のジェスチャと、アプリケーションの異なる階層のページ及び同一の階
層のページ上の制御の少なくとも１つの間の応答シーケンスとの間の事前に記憶された対
応関係に従ってトリガ制御が決定される前に、第２のジェスチャと、アプリケーションの
異なる階層のページ及び同一の階層のページ上の少なくとも１つの制御の間の応答シーケ
ンスとの間の対応関係を確立及び記憶するように構成される。
【００６２】
　本発明の実施形態に従ったモバイル端末のアプリケーションページを表示する装置では
、モバイル端末によって現在表示されているアプリケーションが決定され、モバイル端末
のスクリーンが監視される。ユーザがモバイル端末のスクリーン上で第１のジェスチャを
実行すると監視される場合、アプリケーションの現在表示されているページ、ならびに第
１のジェスチャと、アプリケーションの異なる階層のページ及び同一の階層のページ上の
少なくとも１つの制御の間の応答シーケンスとの間の事前に記憶された対応関係に従って
トリガ制御が決定され、トリガ制御に対応するページが表示され、よって、操作手順を簡
易化し、確認の回数を削減し、操作をより便利にする。
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【００６３】
　本明細書の説明では、「ｏｎｅ　ｅｍｂｏｄｉｍｅｎｔ」、「ｓｏｍｅ　ｅｍｂｏｄｉ
ｍｅｎｔｓ」、「ａｎ　ｅｘａｍｐｌｅ」、「ａ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｅｘａｍｐｌｅ」
及び「ｓｏｍｅ　ｅｘａｍｐｌｅｓ」などの参照用語の説明は、実施形態（複数可）また
は実施例（複数可）との組み合わせで説明された特定の特徴、構造、材質または特質が本
発明の少なくとも１つの実施形態または実施例に含まれることを意味する。本明細書では
、上記用語の概略的な表現が必ずしも同一の実施形態または実施例を目的としていない。
さらに、説明された特定の特徴、構造、材質または特質は、１つまたは複数の実施形態ま
たは実施例のいずれかにおける適切な方式で組み合わされても良い。加えて、相互に矛盾
することなく、当業者は、本明細書で説明された異なる実施形態または実施例、及び異な
る実施形態または実施例の特徴を統合及び組み合わせることができる。
【００６４】
　加えて、用語「ｆｉｒｓｔ」及び「ｓｅｃｏｎｄ」は、説明のために使用されているに
すぎず、相対的重要性を示し、もしくはそれを暗示し、または示される技術的特徴の番号
を暗示的に示すものと理解されるべきでない。よって、「ｆｉｒｓｔ」及び「ｓｅｃｏｎ
ｄ」で定義された特徴は、特徴の少なくとも１つを明示的又は暗示的に含んでも良い。本
発明の説明では、「ｍｏｒｅ」の意味は、他に厳密にかつ特に定義されていない限り、少
なくとも２つ、例えば、２つまたは３つなどである。
【００６５】
　ここで、フローチャートまたは別の方式で説明されたいずれかの処理または方法は、特
定の論理的機能または処理ステップを実行するための実行可能命令のコードの１つまたは
複数のモジュール、フラグメントまたはセクションを示すものとして理解されても良く、
本発明の好ましい実施態様の範囲は、追加の実施態様を含み、機能は、含まれる機能に従
った基本的に同時の方式におけるものを含む、例示もしくは議論された順序において、ま
たは逆の順序において実行されても良く、これは、本発明の実施形態が属する分野におけ
る当業者によって理解されるはずである。
【００６６】
　ここで、フローチャートで示され、または別の方式で説明された論理及び／またはステ
ップは、例えば、論理的機能を実行するための実行可能命令の順序付けリストとして考え
られても良く、特に、使用するために命令実行システム、装置またはデバイス（例えば、
プロセッサベースのシステム、または命令実行システム、装置もしくはデバイスからの命
令をフェッチし、命令を実行することが可能なほかのシステム）に対し、いずれかのコン
ピュータ可読媒体で実装されても良く、あるいは使用のための命令実行システム、装置ま
たはデバイスと組み合わされても良い。本明細書に関して、「ｃｏｍｐｕｔｅｒ　ｒｅａ
ｄａｂｌｅ　ｍｅｄｉｕｍ」は、使用するために命令実行システム、装置もしくはデバイ
スに対するプログラムを含み、記憶し、通信し、伝播し、もしくは送信することができる
いずれかの装置であっても良く、または使用のための命令実行システム、装置もしくはデ
バイスと組み合わされても良い。コンピュータ可読媒体のさらなる特定の実施例は（非限
定的なリスト）、１つまたは複数のワイヤを有する電気的結合部分（電子装置）、ポータ
ブルコンピュータディスクボックス（磁気装置）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、
リードオンリメモリ（ＲＯＭ）、電気的消去可能リードオンリメモリ（ＥＰＲＯＭまたは
フラッシュメモリ）、ファイバオプティック装置、及びポータブルコンパクトディスクリ
ードオンリメモリ（ＣＤＲＯＭ）を含む。加えて、コンピュータ可読媒体は、プログラム
をプリントすることができる１枚の紙または別の適切な媒体でさえあっても良く、なぜな
らば、プログラムは、例えば、紙もしくは別の媒体を光学的にスキャンすることによって
、次いで、必要な場合、そしてコンピュータメモリに記憶される場合に別の適切な方式で
編集、解釈、または処理することによって電子的に取得されても良いからである。
【００６７】
　本発明の種々の部分は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェアまたはそれらの
組み合わせで実装されても良いことが理解されるべきである。上記実施態様では、複数の
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ステップまたは方法は、メモリに記憶され、適切な命令実行システムによって実行される
ソフトウェアまたはファームウェアによって実装されても良い。例えば、それらが別の実
施態様にあるようにハードウェアによって実装される場合、それらは、この分野で公知な
以下の技術、データ信号上で論理的機能を実行するための論理ゲート回路を有する個別論
理回路、適切な組み合わせ論路ゲート回路を有する専用集積回路、プログラマブルゲート
アレイ（ＰＧＡ）、及びフィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）などのいず
れか、またはそれらの組み合わせによって実装されても良い。
【００６８】
　当業者は、上記実施形態の方法で実現される全てまたはいくつかのステップの実施態様
が、プログラムを通じて関連するハードウェアに命令することによって完了されてもよい
ことを理解することができる。プログラムは、コンピュータ可読記憶媒体に記憶されても
良い。プログラムが実行されるとき、方法の実施形態のステップのうちの１つ、またはそ
れらの組み合わせが含まれる。
【００６９】
　加えて、本発明の実施形態における種々の機能的ユニットは、１つの処理モジュールに
統合されても良く、各々のユニットは、物理的に単独で存在しても良く、または２つ以上
のユニットが１つのモジュールに統合されても良い。統合されたモジュールは、ハードウ
ェアの形式で実装されても良く、また、ソフトウェア機能モジュールの形式で実装されて
も良い。ソフトウェア機能モジュールの形式で実装され、別個の製品として販売または使
用されるとき、統合されたモジュールは、コンピュータ可読記憶媒体にも記憶されても良
い。
【００７０】
　上記言及した記憶媒体は、リードオンリメモリ、磁気ディスク、または光ディスクなど
であっても良い。本発明の実施形態が上記例示及び説明されてきたが、上記実施形態が例
示的なものであり、本発明に対する限定として解釈され得ないことを理解することができ
る。当業者は、本発明の範囲内で上記実施形態を変更、修正、置換え、及び変形すること
ができる。
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